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大阪平野の変遷と現在の大阪湾
海
へ
の
進
出
の
歴
史

縄
文
の
太
古
、
大
阪
（
河
内
）
平
野
は
広
大
な
海Jで
あ
っ
た
。

紀
一在
削
五
千
年
か
ら二
千
年
頃
に
か
け
て
、
現
在
の
上
町
台
地
は

南
か
ら
北
へ
と
延
び
る
長
い
岬
を
形
成
し
、
そ
の
東
側
部
分
の
生

駒
山
地
に
至
る

一
帯
は
、
北
は
山
崎
地
峡
か
ら
南
は
八
尾
市
ま
で

が
す
っ
ぽ
り
t

入
る
、
河
内
湾
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
淀
川
や
大
和

川
を
は
じ
め
？
と
す
る
数
多
く
の
河
川
が
湾
内
に
注
ざ
、
そ
れ
ら
の

河
川
は
氾
濫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
上
流
の
土
砂
を
運
び
込
み
、
や

が
て
湾
を
東
側
か
ら
少
し
ず
つ
埋
め
立
て
て
い
っ
た
。
と
同
時
に

上
町
台
地
北
端
の
砂
州
が
延
び
て
湾
口
を
閉
じ
る
形
と
な
り
、
河

内
湾
は
潟
と
な
り
、
や
が
て
湖
と
な
っ
た。

こ
の
河
内
湖
の
水
量

を
減
ら
す
た
め
の
大
工
事
を
実
施
し
た
の
が
、
仁
徳
天
主
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
。
日
本
書
紀
に、

「
難
波
堀
江
の
開
削
」
と
著
さ
れ
て

い
る
工
事
で
あ
り
、
上
町
台
地
の
先
端
部
を
東
西
に
水
路
開
削
し
、

河
内
糊
の
水
を
大
阪
湾
へ
と
落t
し
た
。

ま
た
、
関
連
工
事
と
し

令
ふ
’
九
ト
～

て
、
淀
川
の
ぷ
流
整
備
の
た
め
に
、
茨
出
堤
の
築
造
を
実
施
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
工
事
に
投
入
さ
れ
た
技
術
は
、
た
び
重
な

る
、
河
川
の
氾
慨
に
対
応
す
る
た
め
に
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る

t

い

わ
れ
る
が
、
前
代
未
聞
の
こ
の
工
事
こ
そ
、
大
阪
が
、
水
に
挑
み
、

海
へ
の
進
出
の
礎
を
築
い
た
幕
開
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る。

そ
の
後
も
、
大
阪
は
水
を
テ
l

マ
と
し
て
、
都
市
と
し
て
の
発

展
を
遂
げ
て
き
た
町
で
あ
っ
た
。
恒
武
天
皇
に
よ
る
難
波
江
の
波

楳
、
豊
臣
秀
計
時
代
の
東
西
横
堀
の
開
削
と
船
場
の
誕
生
、
江

戸
初
期
に
お
け
る
道
頓
掘
を
は
じ
め
と
す
る
各
堀
川
の
開
削
、
上

木
家
・

川
村
瑞
賢
に
よ
る
淀
川
河
口
の
九
条
島
開
削
、
幕
府
に
よ

て
ん
は
さ
ん

る
大
和
川
の
付
け
傍
え
工
事
や
天
保
山
の
築
造
な
ど
、
都
市
盤
備

の
基
本
は
水
域
で
あ
り
、
や
が
て
ぷ
小
の
都
大
阪
。
の
名
が
生
ま

れ
る
白
紙
と
も
な
っ
て
い
る。

一
方
、
大
阪
に
お
け
る
産
業
発
展
を
支
え
た
も
の
に
、
港
湾
の

築
造
が
あ
る
。

早
く
か
ら
大
陀
交
易
の
場
と
し
て
聞
か
れ
た
こ
の

地
に
は
、
難
波
津
の
港
に
始
ま
り
、
平
安
時
代
の
平
品
榊
盛
に
よ
る

大
輪
回
ノ
泊
の
大
修
築
と
経
島
（
人i
島
）
の
築
造
、
独
自
の
商

港
と
し
て
栄
え
た
堺
の
港
、
現
在
の
神
戸
港
の
礎
と
も
い
え
る
江

戸
期
の
兵
庫
港
、
そ
し
て
明
治
に
人
っ
て
大
規
模
な
整
備
が
行
わ

れ
た
大
阪
港
な
ど
が
、
日
本
の
表
立
関
と
し
て
華
や
か
な
歴
史
を

刻
ん
で
き
た
の
で
あ
る。
治
水
工
事
と
港
湾
の
歴
史
を
顧
み
る
時、

大
阪
の
地
は
、
神
戸
と
共
に
、
ま
さ
に
水
域
に
挑
み
、
海
に
向
か

っ
て
発
展
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

臨
海
型
ニ
ュ
l

タ
ウ
ン
の
建
設

戦
後
、
大
阪
湾
岸
は
産
業
復
興
の
た
め
の
急
速
な
工
業
立
地
が

次
々
と
実
施
さ
れ
た。

既
存
の
基
幹
産
業
の
拡
大
に
加
え
、
堺
泉

北
の
巨
大
な
臨
海
工
業
地
帯
の
建
設
を
は
じ
め、

阪
神
間
の
灘
浜、

御
影
浜
、
魚
崎
浜
、
深
江
浜
、
鳴
尾
浜
、
ま
た
大
阪
南
部
の
阪
南
、

岸
和
田
、
泉
佐
野
な
ど
に
お
け
る
工
業
と
流
通
の
基
地
建
設
の
た

め
の
埋
め
立
て
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
の
ポl
卜
ア
イ
ラ
ン
ド

、

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド

、

甲
子
園
浜
、
大
阪
南
港
、
二
色
浜
な
ど
は

、

以
前
t

は
埋
め
立
て

の
形
態
も
用
途
も
異
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

、

い
ず
れ
も
旧
海

浜
か
ら
離
れ
た
沖
合
人
工
島
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、こ
の
方
式

は
、
建
設
予
定
の
関
西
新
空
港
や
大
阪
府
が
計
画
し
て
い
る
前
島

に
も
採
用
予
定
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
用
途
に
お
い
て
も
、
建

設
省
が
芦
屋
浜
の
埋
め
立
て
地
て
高
層
住
宅
団
地
の
実
験
を
行
っ

て
以
来
、
人
工
島
は
単
な
る
産
業
用
地
で
は
な
く
、
流
通
と
居
住

を
海
上
に
お
い
て
調
和
き
せ
た
新
し
い
臨
海
型ニ
ュ
ー
タ
ワ
ン
の

建
設
の
場
と
し
て
、
ク
ロー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ

の
沖
合
人
工
島
方
式
に
よ
る
海
上
へ
の
進
出こ
そ
、
大
阪
湾
の

未
来
を
海
と
空
へ
聞
く
た
め
の
大
き
な
足
が
か
り
な
の
で
あ
る
。

大阪平野の変遷
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河内湾Iの時代（約7000-6000年前、縄女時代前期前半）の古地理図

. 
三国丘

E、
． 四ツ，也

河内湖Iの時代（約1800～ 1600年前、弥生時代後期～古噴時代前期）の古地理図 河内，島の時代（約3000～ 2000年前、縄文時代晩期～弥生時代前半）の古地理図

（日本地質学会刊地質学鵠集第7号海岸平野特集梶山彦太郎 ・市原実〈大阪平野町発達史＿ ，・0年代デー夕方、bみたー〉より 1972年）

ーーーー沿岸州形成線

河内湾Eの時代（約5000～4000年前、縄文時代前期末～縄文時代中期）の古地理図

E二二コ淡水13羽 海水現在の大阪湾岸

写真 名執一雄
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大阪 ・ 南港

芦屋 ・ 芦屋浜団地

堺・臨海工業地格

神戸 ・ ポートアイランド

泉州沖・ 関西新空港候補地



未来の大阪湾
、

大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
構
想
の
背
景

「
そ
も
そ
も
大
坂
は
お
よ
そH
本

一
の
境
地
な
り
」
と
語
っ
た
の

は
、
織
田
信
長
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。

（
「
信
長
公
記
」
）

京
都
や
堺
t

い
っ
た
政
治
、
文
化
、
商
業
の
中
心
地
の
要
に
あ

た
り
、
交
通
の
要
地
で
も
あ
っ
た
大
阪
の
立
地
条
件
を
、
織
出
信

長
が
早
く
か
ら
看
破
し
て
い
た
証
左
で
も
あ
る。

こ
う
し
た
考
え

は
、
豊
臣
秀
吉
に
お
い
て
現
実
化
さ
れ
、
大
阪
築
城
？
と
共
に
秀
吉

は
都
市
建
設
に
も
力
を
注
ぎ
、
大
阪
を
名
実
と
も
に
政
治
、
経
済
、

文
化
、
交
易
、
軍
事
の
中
心
地
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る

。

信
長
が
見
抜
き
、
秀
吉
が
実
現
し
よ
う
と
し
た
大
阪
の
都
市
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
明
治
維
新
後
、
あ
ま
り
に
も
東
京
に
全
て
の
機
能
が

集
約
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
半
、
ば
忘
れ
ら
れ
て
き
た
と
い
え

る
や
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
大
阪
の
地
の
利
が
示
す
可
能
性
は
、
現

在
で
も
決
し
て
薄
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
阪
を
中

心
と

し
た
京
阪
神
の
人
口
は
、
現
在
千
六
百
万
人
に
達
し

、

二
十

一
世

紀
ま
や
て
に
は
更
に二
百
五
十
万
人
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
うt
い
わ

れ
、
こ

う
し
た
人
口
の
集
中
化
が
何
よ
り
も
立
地
条
件
の
も
た
ら

す
可
能
性
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う。

と
同
時
に
、
狭
い
地
域
へ
の
高
宿
度
の
居
住
は
、
多
く
の
問
題

λ
の
お

を
も
生
み
出
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
六
甲
、
箕
面
、
生
駒
、
金

剛
、
葛
城
の
連
山
に
固
ま
れ
た
大
阪
平
野
に
お
い
て
は
、
人
口
の

集
中
に
よ
る
潜
在
子
不
ル
ギ
ー
が
年
毎
に
膨
張
し
て
い
る
反
面
、

そ
れ
を
受
け
容
れ
る
経
済
、
文
化
、
交
通
、
居
住
な
ど
の
都
市
機

能
の
充
足
が
、
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

こ

う
し
た
人
口
集
中
を
受
け
容
れ
な
が
ら
、
大
阪
に
都
市
とし

て
の
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
に
は
、
何
よ
り
も
都
市
構
想
の
上

で
抜
本
的
な
計
画
が
必
要
だ
と
い
え
る。
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①主島（前 }i後円！ft型）

②副島

②ll!J島

③関西新空港候補地

④海中高速道路（沈埋トンヰ・ノレ）

⑤湾岸海上高速道路

⑥湾岸高速道路

⑦神戸港

③ポートアイラン ド

③六甲アイランド

⑬大阪港

⑪大阪南港

⑫堺泉北

総沿岸部は狸立予定地を含めて

想定しています。

寝込明開穂烹螺顎塑懸想喪曹号事で＇j;\{'?jごと竺竺竺プ三二三二一三：：：：

大
阪
は
、
江
戸
時
代
に
商
工
業
都
市
と
し
て
大
き
な
発
展
を
遂

げ
た
が
、
そ
の
際
、
町
自
体
に
い
く
つ
か
の
大
き
な
変
化
が
生
じ

て
い
る
。
そ
の
変
化
の
第

一
は
、
大
阪
湾
の
海
岸
線
が
大
幅
に
西

へ
移
動
し
たこ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
自
然
現
象
に
よ
る
も
の
で
は

な
い
。
上
町
台
地
に
あ
る
大
阪
城
の
西
方
に
、
都
市
が
次
第
に
広

が
っ
て
い
き
、
同
時
に
、
開
拓
新
田
が
海
へ
海
へ
と
急
速
に
広
げ

ら
れ
て
い
っ
た
た
め
。
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
前
章
に
お
い
て
も
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
阪
は
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
る
時
、
そ

の
方
向
を
絶
え
ず
海
に
求
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

地
理
的
諸
条
件
に
起
因
す
る
、こ
う
し
た
大
阪
の
暦
史
を
踏
ま

え
て
、
わ
れ
わ
れ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
は
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
構

想
の
核
t

も
い
え
る

二
つ
の
プ
ラ

ン
を

、

海
上
に
設
定
し
た
。
そ

れ
は
、
大
阪
湾
t

に
浮
か
ぶ
巨
大
な
縁
の
人
工
島
計
画
と
阪
神
海

上
未
来
都
山
計
画
で
あ
る
。
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人工島 （前方後円墳型）計画図

大阪湾に浮かぶニの巨大な人工島は32. 8 

平方九｛；； もの広きになる。 21 世紀の人たち

へ贈る広大な緑の大地だ。

二の島は、 通常の埋立方式では 15年で造

成が可能だが、 ここ では大阪府、 及び京都

府、兵庫県、奈良県などの廃棄物を利用し

て、 30年間で埋め立てを行う 。 輸入鉱物資

源0 . 4億立方伝で山を造り 、緊急時に備えて

貯え、覆土した上には値林して野鳥を集め

る。 平地には牧草を植え、輸入牛羊を放牧

す る 。

一部に人工海浜や ヨ ッ トハーパーを付設

するが、その外は高度の土地利用は行わな

い。 つまり、両副島と合わせると 76平方九

伐にもなる広大な土地を未利用のま ま 2 1 世

紀へ残 し 、 この大地の本当の利用について

は、未来の人守に委ねようと考えた。

人工島及び道路建設規摸

①人工島

前方後円墳型島 面積32 . 8km 2全長 8 . 1 畑、

最大幅5 . 0km

副島 面積2 1. 6km2ﾗ2 

埋立 イ．廃棄物量 1 4 . 3億 m'

ロ ． 土砂量 7. 5億 m'

ハ ．埋蔵資源量 0 . 4億 mヨ

各施設イ．港湾籍設 8 .Okm2 

ロ． 人工海浜須磨浦海水浴場級

ハ． ヨ ッ トハーパー 琵琶湖南湖級

①道路
人工島連絡道路全幅40 m 、 6 車線、延長48

km 

沿岸道路イ ． 沿岸田り 全幅 1 00 m 、 16車

線、 延長64km

ロ．連絡道全幅30 m 、 4車線、

延長48km

③工費
前方後円墳型人工島総工費 I~凶 ， 000億円

（沈埋ト ンネル、海水浴場、 ヨ ッ トハーパ

一、陸上道路、牧場などの付帯施設を含む）

ζれは 3 . 3平方：；； 当たり豹20万円の土地価格

に相当す る 。
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巨
大
人
工
島
の
建
設

大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
構
想
の

一
つ
の
核
は
、
ヘ
ド

ロ
と
廃
棄
物
に

よ
っ
て
埋
め
立
て
る
一
一
一
つ
の
巨
大
な
人
工
島
で
あ
る
。
こ
の
人
工

島
は
、
ま
ず
神
戸
と
関
西
新
空
港
を
結
ぶ
沈
埋
ト
ン
、
不
ル
併
用
の

海
中
高
速
道
路
を
建
設
し
、
こ
の
道
路
に
沿
っ
て
順
次
、
埋
め
立

て
を
実
施
す
る
方
法
を
採
用
し
た
。
道
路
建
設
に
よ
っ
て
、
神
戸

I
C

新
空
港
聞
は
三
十
キ
ロH川
に
縮
ま
り
、
自
動
車
で
約二
十
i

三
十

分
（
現
状
の
ま
ま
で
は
湾
岸
高
速
道
路
、
が
で
き
て
も
、
大
阪
回
り

で
約
八
十
分
を
要
す
る
）
で
結
ば
れ
る
上
、
埋
め
立
て
用
廃
棄
物

の
運
搬
に
も
利
用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

人
工
島
埋
め
立
て
の
た
め
の
ヘ
ド
ロ
と
廃
棄
物
に
関
し
て
は
、

次
の
よ
う
な
デ
1

夕
、
が
あ
る
。

大
阪
湾
に
堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
は
、
湾
内
の
水
深
十
八
灯
程
度
の

地
域
に
ま
で
辛
り
、
そ
の
面
積
は
湾
の
%
仁
も
及ん
で
い
る

。

し

か
も
、
そ
の
表
層
を
占
め
る
戦
後
の
悪
質
な
ヘ
ド
ロ
の
堆
積
は
、

湾
岸
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
湖
の
上
下す
る
河
川
ま
で
も
汚
染
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
の
総
廃
棄
物
量
は
年
間

一
億
四
千
万
ト
ン
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、

一般
廃
棄
物
や

廃
土
砂
が
問
千
万J
、
残
り
一
億
ト
ン
は
都
市施設
か
ら
出
る
ス
ラ

阪神海上未来都市計画図

阪
神
海
卜
未
来
都
市
計
阿

海
上
未
来
都
市
の
部
分
例
は
、
す
で
に
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や

大
阪
南
港
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

阪
神
海
上
未
来
都
市
計
岡
は
、

こ

れ
ら
の
人
工
島
を
大
阪
湾
岸
に
沿
っ
て
高
速
道
路
や
新
都
市
交

通
に
よ
っ

て
結
合
し
、
関
西
新
空
港
前
島
に
至
る
ま
で
の
未
来
都

市
群
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る。

こ
れ
は
、
湾
岸
に
」

一十
一
世
紀

の
新
し
い
情
報
産
業
都
市
ゾl
ン
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る

。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
て
島
に
お
い
て
は
、
尚

L
業
の
入
っ
た

人
工
地
盤
の
t

に
高
層
住
宅
群
を
建
設
し
、
ま
た
、
大学
を
含
む

教
育
機
関
や
各
種
研
究
施
設
、
更
に
、
医
療
、
福
祉
施
設
、
文
化
、 ツ

ジ
や
産
業
廃
棄
物
な
E

だ
が
、
こ

れ
ら
の
廃
棄
物
を
燃
焼
や
消

化
処
理
し
て
も
、
な

お
最
終
処
分
を
要
す
る
量
が
年
間三
千
万
ト
ン

も
発
生
す
る
。

そ
の
廃
棄
場
所
は
、
海
し
か
な
い
の
で
あ
る。

こ

う
し
た
状
態
は
、
京
都
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
も
同
様
で
あ
り
、

大
阪
府
を
ふ
く
め
て
二
府
二
県
で
年
間
四
千
五
百
万
ト
ン
に
の
ぼ
る

廃
棄
物
の
処
理
を
、
大
阪
湾
に
求
め
ざ
る
を
得
な
に
こ
の
廃
棄

物
量
は
、
十
年
間
で
空
港
用
人
工
島
一
つ
を
建
設
で
き
る
量
に
相

当
す
る
。

現
在
、
政
府
で
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
の
名
称
で
大
阪
湾
岸
に

八
百
れ
！
け
（
一
一億
トン）
の
廃
棄
物
埋
立
地
造
成
計
画
を
発
足
さ
せ
て

い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
近
未
来
の
計
画
を
前
提
と
し
て
、

都
市
廃
棄
物
処
理
の
み
な
ら
ず
、
将
来
に
わ
た
り
必
要
t

な
る
で

あ
ろ
う
鉱
物
資
源
の
備
蓄
を
も
兼
ね
た
、
巨
大
人
工
島
の
造
成
を

検
討
し
た

。

そ
の
結
果
、
大
阪
湾
の
海
流
の
淀
む
地
域
に
、
百
年

が
か
り
で
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
の
約
十
倍
に
相
当
す
る
計
七
千
六

百
か
の
三
つ
の
巨
大
な
人
工
島
を
造
成
す
る
計
画
を
立
案
し
た
。

人
工
島
の

一
つ
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
（
凶
参
照
）
。
前
方
後
円

墳
型
の
島
の
而
積
は
三
千
二
百
八
十
炉

、
こ
れ
は
甲
子
園
球
場
八

百
一
一十
佃
分
に
相
当
し
、

一
島
の
造
成
は
廃
棄
物
な
ど
て
計
画
的

に
埋
め
立
て
た
場
合
約
一
一
一十年
を
要
す
る
。
あ
た
か
も
ピ
ラ
ミ
ツ

ド
や
陵
墓
の
建
設
を
忠
わ
せ
る
大
事
業
で
あ
り
、
し
か
も
大
阪
湾

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
至
る
ま
で
を
完
備
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
十

一
世
紀
の
都
市
に
お
い
て
は
、
高
付
加
価
値
し
陀
業
が
主
流

を
占
め
る
で
あ
ろ
う
こ
？
と
は
充
分
に
予
測
さ
れ
る。

無
形
の
、
文

化
や
ア
イ
デ
ア
に
価
値
基
準
を
お
く
産
業
の
増
加
は
、
人
々
の
オ

フ
ィ
ス
や
住
居
の
意
味
も
変
化
さ
せ
る
に
違
い
な
い
。

情
報
は
各

住
宅
に
ま
で
通
じ
、
自
宅
に
居
な
が
ら
に
し
て
仕
事
を
行
う
こ
と

も
可
能
と
な
り
、
住
宅
が
オ
フ
ィ
ス
を
兼
用
す
る
形
態
が
登
場
す

る
で
あ
ろ
う

。

こ
う
し
た

産
業
の
増
加
に
よ
り
、
大
工
場
や
広
い
オ
フ
ィ
ス
を

は
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
、
新
し
い
住
商・
住
工
混
在
都
市
の
有

に
浮
か
ぶ
日
本
の
空
と
海
の
シ
ンボ
ル
に
相
応
し
い
よ
う
に
と
、

島
の
一
つ
に
、
前
方
後
円
墳
の
形
を
採
用し
た
。
こ

の
古
墳
は
、

大
阪
平
野
に
数
多
く
見
レ
だ
さ
れ
、
ひ
と
つ
の
象
徴
で
あ
る

。

ま
た
、
歴
史
学
者
の
林
屋
辰三
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
前
方
後
円
墳
と

は
肯
代
の
武
器
で
あ
る
盾
を
伏
せ
た
形
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
。

盾
を
伏
せ
る
、
つ
ま
り
、
そ
れ
は
不
戦
の
奮
い
で
あ
り
、
友

好
と
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、こ
の
人
工

島
が
将
来
、
そ
う
し
た
国
際
的
な
役
割
を
果
た
し

て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
計
画し
た
も
の
で
あ
る

。

コ
二
ノ
の人
工
島
に
は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
を
必
要
と
す
芯
貴
重

な
鉱
物
資
源
を
将
来
の
た
め
に
備
蓄
す
る
。
そ
の
上
か
ら
覆
土
し

て
植
林
を
行
い
、
平地
部
分
は
牧
草
地
と
し
て
、
輸
入
牛
芋
の
飼

育
基
地
に
使
用
す
る
。
つ
ま
り
、
人
工
島
は
資
源
の
備
蓄
地
で
あ

る
と
同
時
仁
、
大
阪
湾
に
浮
か
ぶ
広
大
な
緑
の
大
地
の
誕
生
な
の

で
あ
る
。
牛
羊
の
育
成
の
ほ
か
に
、
人
て
島
は
、
湾
岸
住
民
の
た

め
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
や
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し

て
提
供
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
高
度
な
土地利
用
は
行
わ
な
い

も
の
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、こ
れ
ら
人
工
島
は
、
わ
れ
わ
れ
が
百

年
後
の
住
民
に
贈
る
緑
の
フ
リー
ス
ペ
ー

ス
な
の
で
あ
り、

真
に

有
効
な
土
地
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
百
年
後
の
住
民
の
豊
か

な
想
像
力
に
委
ね
た
い

。

Jl 

」一」ームームーL」
a 25km 

・オランダは海面の埋め立てに 700 年の歴史

を有する。 その代表例は北海の内湾ゾイデル

海の干拓であり、 ；湾面積35万況の内、 23方況

の干拓計画を立て、現在、 17万況の造成が完

了している 。 こうした大規模事業を前提に考

える時、今回の計画も十分可能といえる。

・新しい海上都市の出現である。 現在、沿岸埋立舘を

占めている重工業は日本海恒IJや太平洋JWIへ誘致し、跡

地に情報産業都市を集約する 。 21 世紀型のピジオ、ス産

業を主体に、産業貿易センタ ーや国際会議場、国際見

本市会場などの国際交流施設、さらに学術機関や文化・

芸術施設、 各種スポーツ施設を計画立地して、 ここ

にアジアポートの心臓部を形成する。

用
性
、
が
高
ま
っ
て
く
る

。

阪
神
海
上
未
来
都
市
は
、
そ
う
し
た二

十
十
世
紀
型
の
ピ
ジ
、
み
ス
産
業
を
主
体
と
し
た
、
情
報
産
業
都
市

群
で
あ
り
、
新
し
い
。
海
の
都
。
で
も
あ
る

。

そ
の
際
、
都
市
の
特
長
を
よ
り
有
効
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
現

在
、
海
岸
部
を
占
め
て
い
る
既
存
の
重
工
業
の
移
転
と
、
近
代
的

港
湾
の
再
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
重
工
業
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
豊
富
な
水
と
エ
、
不
ル
ギ
！
と
の
関
連
か
ら
、

日
本
海
側
や
太
平
洋
側
の
沿
岸
部
へ
の
誘
致
を
行
う
。
ま
た
、
港

に
つ
い
て
は
、
新
し
い
阪
神
国
際
港
を
湾
の
中
央
部
及、
び
前
章
の

人
工
島
に
集
中
化
さ
せ
、
関
西
新
空
港
t

並
ん
で
近
畿
圏
に
お
け

る
海
と
空
の
中
心
的
役
割
を
担
う
港
を
形
成
す
る
。
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ベイエリアの未来像

大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
の
拡
大

紋
の
口
大
人
工
島
と
阪
神
海
上
未
来
都
市
を
巾
心
と
し
て
、
大

阪
湾
周
辺
の
未
来
像
を
考
え
る
時
、
ベ
イ
エ
リ
ア
の
西
側
に
代
置

す
る
淡
路
島
t

四
国
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

引
在
、
明
石
海
峡
と

嶋
門
海
峡
を
渡
る
本
四
架
橋
引
同
が
進
展
中
で
あ
り
、
こ
の
架
橋

に
よ

っ

て
南
北
の
連
結
が
川
能
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
A「後
、
重
要

と
な
る
の
は
東
西
の
結
び
つ
き

、

つ
ま
り
紀
淡
海
峡
（
和
歌
山
県

1

淡
路
島
）
の
連
結
で
あ
る。

紀
淡
海
峡
を
も
し
自
動
車
道
や
鉄
道
に
よ
っ

て
結
ぶ
、
」
と
が
で

き
れ
ば

、

大
阪
湾
は
、
阪
神
海
上
未
米
都
市
を
走
る
高
速
道
路
上
、

明
石
海
峡
t

紀
淡
海
峡
を
渡
る
橋
、
そ
し
て
淡
路
島
の
島
内
道
路

に
よ

っ
て
完
全
に

一
周
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
は
、
大

阪
k

四
悶
と
を
東
西
南
北
い
ず
れ
の
方
向
か
ら
も
結
び
つ
け
る
も

の
で
あ
り
、
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
を

一
つ
の
経
済
圏
、生
活
圏
と
し

て
t

・b

－
え
る
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
紀
淡
海
峡
の
連
結
は
、
国
連
の
ワ
イ
ズ
マ
ン
調
査
団
が

提
起
し
た
「
第
二
国
土
軸
」
誕
生
の
契
機
と
も
な
る
や
で
あ
ろ
う

。

現
在
、
京
都
i

大
阪
l

神
戸
を
結
ぶ
「
第

一
国
十
軸
L

に
対
し
て
、

名
古
屋
j

大
阪
j

和
歌
山
i

四
固
と
い
う
動
脈
構
想
の
要
と
も
い

え
る
の
が
紀
淡
海
峡
で
あ
り
、
大
阪
湾
を
挟
ん
で
二
本
の
国
上
軸

が
完
成
す
れ
ば
、
す
で
に
述
べ
た
阪
神
港
や
関
丙
新
空
港
の
意
義

は
、
、
き
わ
め
て
古
川
い
も
の
t

な
る
。

さ
ら
に
、
紀
淡
海
峡
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り、

大
阪
湾
の
南
側
に

広
が
る
湾
岸
、
つ
ま
り
紀
伊
ぷ
道
の
両
側
地
域
（
南
紀
と
阿
南
地

方
）
に
新
し
いu価
値
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

水
t

空
気
に

恵
ま
れ
た
こ

の
地
域
は
、
ェ
、
み
ル
ギl
t

産
業
を
直
結
さ
せ
た
未

来
型
産
業
都
市
。

ェ
、
不
ポ
リ
ス。
の
構
成
に
最
適
で
あ
り
、
新
し

い
形
態
の
開
発
計
曲
が
期
待
で
き
る
地
域
と
い
え
る。

そ
こ
で
、
次
に
紀
淡
海
峡
の
架
橋t

ェ
、
不
ポ
リ
ス
に
つ
い
て
述

べ
て
み
よ
う
。

紀
淡
海
峡
浮
橋
の
建
設

紀
淡
海
峡
を
道
路
や
鉄
道
に
よ
っ
て
渡
る
」
刀
法
は
い
く
つ
か
考

え
ら
れ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
道
路
と
鉄
道
の
両
方
に
よ
る

連
結
を
前
提t
し
て
、
海
底
ト
ン
、
不
ル
案
を
検
討
し
た

。

し
か
し
、

海
峡
の
途
中
に
あ
る
友
ヶ
島
水
道
は
、
水
深
が
百
六
十
れ
も
あ
る

。

北
海
道
l
ζ
青
森
県
を
結
ぶ
青
函
海
底
ト
ン
、
不
ル
の
掘
削
技
術
を
も

っ
て
す
れ
ば
建
設
は
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
水
深
八
十川
程
度
の
浅

い
部
分
を
迂
回
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
海
底
卜
ン
、
不
ル
案

は
勾
配
の
関
係
か
ら
卜
ン
、
亦
ル
延
長
が
大
変
長
く
な
り
、
自
動
車

の
排
気
ガ
ス
対
策
が
問
題
と
な
る。

そ
こ
で
、
潮
流
、
水
圧
、
工
費
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

新
し
い
技
術
で
あ
る
浮
橋
案
を
提
案
す
る
こ
と
と
し
た

。

（
図
参
照
）

こ

れ
は
、
両
岸
か
ら
ま
ず
従
来
工
法
の
海
中
橋
脚
を
築
造
し
な

が
ら
進
み
、
水
深
約
六
十
灯
以
上
の
深
い
部
分
か
ら
は
海
中
に
ア

ン
カ
ー
な
ど
で
安
定
さ
せ
た
フ
ロ
ー

ト
上
に
橋
脚
を
築
造
し
、
海

上
部
分
に
架
橋
し
て
渡
る
案
で
あ
る
。

海
峡
を
流
れ
る
速
い
潮
流

や
、
波
浪
な
E

も
、
水
深
が
大
き
く
な
れ
ば
海
中
で
の
影
響
も
か

な
り
小
き
く
な
る
上
、
海
中
部
分
で
は
大
き
な
浮
力
が
作
用
す
る

。

こ

の
浮
力
に
よ
っ
て
橋
脚
を
支
え
、
そ
の
上
に
架
橋
す
る
方
法
で

あ
る
。

ま
た
、
フ
ロ

ー
ト
を
利
用
し
、
そ
の
上
に
海
中
・
ト
ン
、
不
ル

を
設
置
す
る
海
中
橋
案
も
同
時
に
考
え
ら
れ
る
。

台
風
の
影
響
な

ど
を
考
慮
す
る
と
、
紀
淡
海
峡
で
は
、
後
者
が
適
し
て
い
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

りモー卜・センシング技術センタ一、 オリエンタル・テクニカルフォ トセンター提供
（ラン ドサツ ト撮影写真のため、 地図とは若干の違いがあります）

環
境
保
存
型
の
工
、
不
ポリ
ス

の
立
地

H

エ
、
弘
一
小
リ
スH
と
い
う
造
語
は
、
ェ
、
み
ル
ギ！

（
発
電
）
を

中
心
と
し
て
、
工
業
、
農
林
業
、
漁
業
な
ど
を
無
駄
な
く
多
角
的

に
共
存
さ
せ
る
仕
組
み
の
、
未
来
型・斥
業
都
市
で
あ
る。

従
来
、

発
電
t

産
業
と
は
速
く
離
れ
て
い
る
場
合
が
多
く、

送
電
中
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
は
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

省
エ
、
み
ル
ギl
の
観

点
か
ら
し
て
も
、
特
に
電
力
多
消
費
型
の
産
業
は
、
発
電
所
と
共

存
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う。

ま
た
、
発
電
所
や
i
場
は
、
共
に
大
き
な
熱
（
冷
熱
）
や
温
水
の

利
用
と
放
出
を
し

て
い
る
。

こ
れ
を
相
互
に
有
効
利
用
す
るこ
と

が
可
能
で
あ
る
ば
か
り
か
、
熱
利
用
に
よ
る
温
室
栽
培
、
苗
木
栽

培
な
ど
の
農
業
、
あ
る
い
は
養
殖
か
ら
海
洋
牧
場
に
至
る
ま
で
の

漁
業

、

そ
し
て
温
泉
や
温
水
プー
ル
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー

産
業
が
考

冷
熱
利
用
に
よ
る
牛
鮮
食
品
の
冷
凍
、
冷
蔵
保
存

写真

え
ら
れ
る
し
、

も
行
え
る

。

し
か
も
、
こ
う
し
た
多
角
的
な

ユ
、
汗
ル
ギ！
と
産
業
の
共
存
シ

ス
テ
ム
を
、
従
来
の
コ
ン
ビ
ナー
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
海
浜
埋

立
地
の
造
成
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
海

浜
部
分
の
自
然
環
境
を
保
存
し
つ
つ
実
現
す
ること
が
、
二
十

一

世
紀
へ
向
か
う
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
い
え
る

。

そ
の
た

め
に
は
、
ェ
、
不
ポ
リ
ス
は
、
沖
合
人
工
島
方
式
を
利
用
す

る
こ
と
は
勿
論
、
さ
ら
に
進
ん
で
大
型地
卜
構
造
物
を
フ
ル
に
活

用
し
て
、
垂
直
方
向
、
あ
る
い
は
水
平
方
向
に
で
き
る
だ
け地中

化
す
る
形
態
に
よ
り
、
ま
っ
た
く
新
し
い
都
市
、
と
し
て
誕
生
す
る

こ
？と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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が
、
こ
の
瀬
戸
内
海
に
三
ル
l

ト
の
本
四
架
橋
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。
本
四
架
橋
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
海
の
通
行
は
、
南
北
は
自
動

車
、
東
西
は
船
舶
と
、
立
体
交
叉
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
分
、
東
西
海
運
は
現
在
の
よ
う
な
混
雑
状
態
を
脱
し
て
、
高
速

化
時
代
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
漁
船
の
存
在
も
あ
っ
て
、
単
純
に
高
速
化

時
代
が
到
来
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
東
西
海
運
の
高
速
化
が
も
し

進
め
ば
、
事
故
が
多
発
す
る
危
険
性
す
ら
あ
る
。
そ
こ
で
現
状
で

は
、
安
全
運
航
を
第
一
義
と
し
た
航
行
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
急
務

だ
t

い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
将
来
は
、
輸
送
力
の
強
化
を
担
う

要
路
t

し
て
、
瀬
戸
内
海
を
自
動
安
全
制
御
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
世

界
有
数
の
安
全
航
路
に
ま
で
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
の
よ
う
な
島
国
に
お
い
て
は
、
海
峡
や
水
道
の
交
通
は
、
陸

上
交
通
と
同
等
の
重
要
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
輸
送
形
態
か
ら
海
を
見
直
す
時
、
い
ま
や
雫
も
海
も
貨

物
の
コ
ン
テ
ナ
化
時
代
に
入
り
、
陸
海
空
一
体
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送

時
代
が
到
来
す
る
や
で
あ
ろ
う
。
世
界
一
の
コ
ン
テ
ナ
港
で
あ
る
神

戸
港
の
場
合
、
ト
ン
数
比
率
で
見
る
と
す
で
に
コ
ン
テ
ナ
化
率
は

五
o
r
を
起
え
、
さ
ら
に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
の

要
請
を
踏
ま
え
れ
ば
、
国
内
に
お
い
て
も
、
陸1
ζ

共
に
海
の
コ
ン

テ
ナ
便
が
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
す
で
に
、
「
海
上
新
幹
線

シ
ス
テ
ム
」
と
称
し
て
、
日
本
列
島
を
定
期
的
に
一
周
す
る
コ
ン

テ
ナ
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
。

二
十
今
世
紀
に
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
テ
ナ
船
が
日
本
海
、
太

平
洋
の
両
側
か
ら
ア
ジ
ア
ボー
ト
に

集
結
し
、
そ
こ
か
ら
世
界
の

国
々
へ
と
輸
送
さ
れ
て
い
く
姿
を
想
像
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

緑
の
人
工
島
と
、
阪
神
海
上
未
来
都
市
を
背
景
と
し
た
、
そ
の

想
像
図
こ
そ
、
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
と
近
畿
の
未
来
像
な
の
で
あ
る
。

近畿の未来像

国
際
化
社
会
に
お
け
る
近
畿
の
明
日

京
阪
神
を
通
る
国
土
軸
を
中
心
に
、
人
口
と
機
能
の
す
べ
て
が
集

中
し
て
い
る
。

反
面
、
近
畿
の
他
地
域
は
過
疎
化
現
象
を
呈
し
て

大
阪
湾
を
中
心
と
し
た
ベ
イ
エ
リ
ア
の
発
展
方
向
と
未
来
像
の

概
要
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
ベ
イ
エ
リ

ア
構
想
は
、
よ
り
広
く
近
畿
の
未
来
を
考
え
る
上
で
の
核
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
ベ
イ
エ
リ
ア
構
想
に
基
づ
い
て
、
伊
世
界

の
中
の
近
畿
。
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
の
未
来
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う

。

近
畿
は
日
本
の
守
央
部
に
位
置
し
、
か
つ
て
、H
本
海
と
太
平

洋
（
瀬
戸
内
海
）
の
あ
い
だ
が
最
も
狭
い
地
の
利
を
持
っ
て
両
方

を
通
し
て
の
海
外
交
易
の
中
心
、
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。

戦
後
、

あ
ま
り
に
も

一
占
征
士1中
化
し
す
い
ざ
た
東
京
の
機
能
を
分
散
化
す
る

場
合
、
そ
の
第

一
の
担
い
手
は
近
畿
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。

立
地
条
件
や
歴
史
性
は
、
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る
素

地
を
充
分
に
備
え
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
関
西
新

空
港
の
建
設
は
、
東
京
に
＝
冗
化
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
対
外
窓
口
を

広
げ
、
西
日
本
の
航
空
貨
物
を
は
じ
め
と
し
た
受
け
入
れ
態
勢
を

国
際
化
す
る
た
め
の
第

一
歩
で
も
あ
る

。

こ
の
第

一歩
を
出
発
点
！
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
近
畿
に
お
け
る

海
と
雫
の
メ
イ
ン
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
五
を
検
討
し
た

。

そ

の
結
果
、
大
阪
湾
に
お
け
る
関
西
新
空
港
t

阪
神
港
（
既
述
）
を

中
心
と
し
て
、
円
本
海
側
の
舞
鶴
か
ら
、
太
平
洋
側
の
田
辺
ま
で

を
結
ぶ
南
北
の
根
幹
軸
を
計
画
し
、
こ
れ
を
ア
ジ
ア
ボ
ー
ト
軸
t

名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
一十
一
世
紀
に
お
け
る
国
際
的
対
応
を

考
え
る
時
、
舞
鶴
？
と
田
辺
の
岡
市
に
も
、
港
の
機
能
ば
か
り
で
な

く
、
国
際
空
港
の
建
設
が
行
わ
れ
るこ
と
が
理
想
で
あ
ろ
う
。

一方
、
近
畿
は
従
来
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
と
性
格
の
異
な
る

都
市
に
よ
る
多
角
的
都
市
群
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
す
で
に
述

べ
た
紀
淡
海
峡
の
連
結
に
よ
る
第一
国
土
軸
を
ま
ず
実
現
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

第
二
国
土
軸
は
、
東
海
道
か
ら
南
海
道
を
通
り
、

紀
淡
海
中
橋
を
渡
っ

て
四
国
へ
入
り
、
西
側
の
佐
田
岬
付
近
か
ら

九
州
へ
と
続
く
、
』
と
が
最
終
の
目
標
で
あ
る
。

こ
の
二
本
の
国
土

軸
が
完
成
す
れ
ば
、
人
μ

や
産
業
の
受
け
皿
が
大
き
く
広
が
る
，
」

と
に
な
ろ
う

。

九
三
ら
に
、二
本
の
国
土
軸
を
有
効
に
生
か
す
た
め
に
、田の
ん
子

型
の
交
通
、
み
ッ
ト
ワl
ク
の
形
成
を
計
画
し
た。

現
在
、
近
畿
に

お
け
る
交
通
網
は
、
幹
線
の
鉄
道
は
新
大
阪
、道
路
は
吹
田
へ
の

一
点
集
中
型
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
米
の
字
型
で
あ
る
。こ
の

米
の
字
型
の
集
中
形
態
は
、

よ
う
な
、

人
口
の
集
中
化
や
事
故
の

際
の
全
線
へ
の
影
響
を
ひ
き
おこ
し
や
す
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、

田
の
字
型
の
場
r
A口、
ま
ず
接
点
が
多
数
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

人
口
の
分
散
化
が
図
り
や
す
く
、
ま
た
交
通
の
流
れ
も
円
滑
と
な

る
。

山
に
固
ま
れ
た
盆
地
型
の
地
形
の
多
い
近
畿
で
は
、
と
り
わ

け
臼
の
字
型
の
、
不
ッ
卜
ワ
ー
ク
が
有
効
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
将
来

は
、
田
の
字
型
、
汗ット
ワ

ー
ク
に
よ
る
人
口
分
散
化
を基
礎
に
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
近
畿
全
体
の
定
住
圏
化
も
実
現
で
き
る

Jで
あ
ろ
う
。

海
上
交
通
の
見
直
し

大
阪
湾
を
核
t

し
た
近
畿
の
交
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
時
、
大

阪
を
起
着
点
t

し
た
有
史
以
米
の
瀬
戸
内
海
交
通
は
、重要
な
志

昧
を
持
っ
て
い
る

。

現
在
で
も
、
狭
い
海
域
に
大
小
の
船
舶
が
航

行
し
、
速
度
制
限
す
ら
行
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
の
要
路
な
の
で
あ
る
。

あ
た
か
も
道
路
並
み
の
ラ
ッ
シ
ュ
状
態
を
呈
し
て
レ
る
と
い
え
る

こ

の

開園圏
闘.
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近畿の未来図作
業
を
終
え
て

しー『，..
』＼

之、 ~Y:.,, 
'v・／、J

日
本
の
人
口
は
、
明
治
維
新
以
来
、三
倍
に
も
膨
張
し
て
い
る。

山
を
削
り
、
海
を
埋
め
て
、
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日
本
は
、
人
口

と
産
業
の
都
市
集
中
化
の
中
で
、
ふ
と
気
付
く
と
、
都
市
部
の
海

浜
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

都
市
部
の
海
浜

は
、
台
風
や
高
潮
か
ら
人
間
の
生
活
を
守
る
た
め
従
来
か
ら
決
し

17 
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て
自
然
の
ま
ま
の
海
浜
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
少
な
い
干

潟
に
水
鳥
が
舞
う
姿
は
、
い
ま
も
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
懐
か
し
い

。

日
本
は
今
後
も
、
山
や
海
を
利
用
し
て
成
長
せ
ざ
る
を
得
な
い

国
で
は
あ
る
が
、
そ
の
際
、
海
浜
の
自
然
を
可
能
な
限
り
残
す
た

め
の
努
力
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る

。

沖
合
人
工
島
や
、
地
下
化

は
、
そ
の
た
め
の
有
効
な
方
法
と
い
え
る
で
あ
ろ
う。

最
近
は
、

保
存
か
ら

一歩
進
ん
で
、
海
浜
再
生
も
行
わ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

海
浜
牧
場
を
育
て
る
例
も
あ
る。

わ
れ
わ
れ
も
、
大
阪
二
十
一
世
紀
計
画
の

一
環
と
し
て
大
阪
ベ

イ
エ
リ
ア
の
未
来
を
考
え
る
時
、
海
浜
を
ど
う
保
存
し
、
新
し
い

海
浜
を
ど
う
築
く
か
を
念
頭
に
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
大
阪
湾
に

浮
か
ぶ
三
一つ
の
人
工
島
が
、
百
年
後
の
人
々
に
と
っ
て
真
の
自
然

’
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。
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